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主 な 内 容

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。
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1
年
を
振
り
返
っ
て

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て
平
成
21
年
は
ど
の
よ
う
な
年
で
し
た
か
。
市
で
は
人
口
の
6
万
人
突
破
や
市
民
と
の
直
接
対
話
の
開
始
な
ど
が
あ
っ
た
1

年
で
し
た
。
こ
の
1
年
の
主
な
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
3月 市長公用車を廃止

　市長が公用車として使用してきた車を一般競争入
札で公売しました。

4月 人口6万人突破
　市の人口が3月末日現在で60,028人となり、6万人
を突破しました。
白井駅前センター・白井運動公園に指定管
理者制度を導入
　新たに2施設の管理運営を民間事業者に委任しま
した。
小学生の入院に掛かる医療費の助成
　小学6年生までの入院に掛かる医療費の助成を開
始しました。
住宅耐震診断費用助成
　昭和56年5月31日以前に建築された住宅やマン
ションの耐震診断費用の一部助成を開始しました。
毎月1回相談会を開催しています。
南山保育園開園で子育て支援事業開始
　老朽化した南山保育園を移設し、通常の保育のほ
か新たに一時保育、産休明け保育、子育て支援セン
ター業務を行う事業を始めました。
市民との直接対話
　毎月1回市民と市長が対話する場として開設しま
した。
企画政策課内に男女共同参画室を設置
　男女共同参画の推進や国際化の推進、人権啓発
や平和施策などに関連する事務を総括して行うため、
企画政策課内に男女共同参画室を設置しました。

10月梨ブランデー事業からの撤収
　平成20年度決算で営業損益が赤字であることを確
認したため、事業からの撤収を決定しました。その
後、会社の経営実態が明らかになったため、破産手
続きを開始しました。

11月北総線運賃値下げ合意
　北総線運賃値下げに関し、県と沿線8市村などは
合意書を締結しました。

男女共同参画事業として行われた絵本の読み聞かせ講座

施　設　名 26日㈯ 27日㈰ 28日㈪ 29日㈫～
1月3日㈰ 4日㈪

市役所
保健福祉センター
健康増進ルーム
中央公民館

B公民センター
福祉センター
西白井複合センター A
白井駅前センター B
冨士センター

A
桜台センター
文化会館
図書館
郷土資料館
プラネタリウム館
白井運動公園
※Aは館内整備・清掃のため、施設の利用ができません。
　Bは住民票や印鑑登録証明書の発行ができません。
　各センターの図書室は28日㈪から4日㈪が閉室となります。

市内市内公共公共施設の施設の年末年末年始の年始のお休みお休み
平常どおり 一部休み 休　み

年 末 年 始年 末 年 始 のの ご み 収 集ご み 収 集
◆年末年始のごみ収集日
　年末年始のごみ収集は下表のとおり行います。ごみはきちんと分別
して午前8時30分までに集積所に出してください（粗大ごみは受付セ
ンターがお知らせした排出場所に出してください）。
※年末年始はごみの量が特に多いため、収集が遅れる場合があります。

　　　　 年 末 年 始 の ご み 収 集 日　　　　
種類 収集曜日 12月年末最終日 １月年始開始日

燃やすごみ
(毎週)

月・木 28日 4日
火・金 29日 5日

燃やさないごみ
(毎月第1・3曜日)

月 21日 4日
火 15日 5日
水 16日 6日
木 17日 7日
金 18日 15日

資源物
(毎週)

月 28日 4日
火 29日 5日
水 30日 6日
木 24日 7日
金 25日 8日

粗大ごみ
(有料・電話申し
込み制）

申し込みは粗大ごみ受付センター☎（491）4753へ
年末は28日㈪まで、年始は4日㈪から受け付けます。
受付日時　月～金曜日（祝日を除く）午前９時～
午後４時
※収集日は申込時にお知らせします。

し尿のくみ取り 年末は28日㈪まで、年始は4日
㈪から受け付けます。

白井清掃☎（492）
0768
大久保清掃☎（492）
0120

◆印西クリーンセンターへの搬入日
　年末年始の印西クリーンセンターへの家庭ごみの直接搬入、事業系
ごみの搬入日は次のとおりです。家庭ごみの直接搬入は搬入許可証が
必要ですので、市環境課に申し込みをしてください（年内に搬入する
人は28日㈪までに申し込みをしてください）。
年末搬入終了日時　12月30日㈬　午後4時
年始搬入開始日時　1月4日㈪　午前9時

市環境課きれいなまちづくり班　内線3274、印西クリーンセン
ター業務班☎0476（46）2732
■問

　歯科診療所を設け、年末年始に急な歯の痛みなどで困った人の
応急処置を行います。
日時　12月31日㈭、1月2日㈯　午前9時～正午
場所　市歯科診療所（保健福祉センター内）
診療費　保険診療
持ち物　健康保険証、各種受給者証
■問　健康課保健予防班☎（497）3495、市歯科診療所☎（492）
1111　内線5206（当日のみ）

　印旛市郡小児初期急病診療所は年間365日の夜間などに小児救急診療を行
います。 
日時　月～土曜日　午後7時～午前6時、日曜日・祝日・年末年始　午前9時
～午後5時・午後7時～午前6時
場所　印旛市郡小児初期急病診療所（佐倉市健康管理センター内）
対象　印旛郡市内在住15歳以下
■問　印旛市郡小児初期急病診療所☎043（485）3355

　休日の夜間に急に子どもの具合が悪くなっ
て、判断に迷ってしまったときに電話してく
ださい。
　担当の看護師が相談に応じますが、必要な
場合は小児科医に電話を転送します。 
受付時間　午後7時～ 10時
プッシュ回線の固定電話・携帯電話から　☎局番なしの♯8000
ダイヤル回線の固定電話、♯8000を利用できない人　☎043（242）9939

子どもが子どもが急に急に病気に病気になったらなったら

こどもこども急病急病電話相談電話相談年末年始年末年始のの歯科診療歯科診療　　



選
挙
管
理
委
員
の
異
動

　

市
選
挙
管
理
委
員
の
荒
生
篤
夫
さ

ん
（
南
山
）
が
辞
職
し
、
11
月
10
日

付
け
で
新
た
に
石
橋
五
郎
さ
ん
（
富

塚
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
23
年
5
月
14
日
ま
で

で
す
。

問　

選
挙
管
理
委
員
会　

内
線
3
3

1
2

　

か
つ
て
日
本
は
、
先
進
国
の
中
で

も
安
全
で
犯
罪
も
少
な
い
と
言
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
で
は
私
た
ち
の

身
近
な
場
所
で
の
犯
罪
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
に
は
皆
さ
ん
の

一
人
一
人
が
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
自
主
防

犯
の
意
識
を
持
ち
、
市
や
警
察
と
連

携
し
て
防
犯
活
動
を
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

犯
罪
の
抑
止
で
最
も
効
果
が
大
き

い
も
の
は
「
地
域
の
目
」
で
あ
り
、

そ
れ
は
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
行
う
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
で
す
。
自
治
会
、
町

補
助
金
評
価
委
員
会

評
価
結
果

　

市
で
は
補
助
金
の
公
平
性
や
透
明

性
を
確
保
し
、
適
正
で
効
果
的
な
補

助
金
を
交
付
す
る
た
め
、
第
三
者
に

よ
る
「
補
助
金
評
価
委
員
会
」
を
設

置
し
、
市
が
独
自
に
交
付
す
る
補
助

金
に
つ
い
て
評
価
を
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
評
価
委
員
会
で
は
36
項
目

の
補
助
金
に
つ
い
て
評
価
を
点
数
化

し
、
そ
の
評
価
点
数
に
よ
り
「
原
則

補
助
金
を
継
続
す
る
」
「
市
に
お
い

て
制
度
を
見
直
す
」
「
原
則
廃
止
す

る
」
の
3
つ
に
分
類
し
ま
し
た
。

　 ま だ い る の　　　　　　
　　　　 飲 ん で 乗 る 人　　　
　　　　　　　　 飲 ま す 人　
　飲酒運転はやってはいけないことと誰もが分かっていること
ですが、県内では平成20年中に17人が飲酒運転が招いた事故
が原因で命を奪われています。「ちょっとだけ」という安易な
気持ちが大きな代償を払うことになります。
　飲酒運転は犯罪です。絶対にやめましょう。
　本運動の重点目標は次のとおりです。
●飲酒運転の根絶
●高齢者の交通事故防止
●自転車乗車中の交通事故防止
■問　交通防災課交通防災班　内線3321 ～ 3　

内
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
地
域
で
活
動
し

て
い
る
人
と
協
力
し
合
い
、
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
て
皆
さ
ん
で
安

心
な
ま
ち
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

問　

交
通
防
災
課
交
通
防
災
班　

内

線
3
3
2
1
〜
3

防
犯
灯
の
維
持
管
理
に

ご
協
力
を

　

防
犯
灯
は
そ
の
設
置
個
所
に
よ
り

管
理
者
が
異
な
り
ま
す
。

　

幹
線
道
路
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い

る
防
犯
灯
は
、
市
防
犯
組
合
で
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
内
の
道
路

に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
犯
灯
は
各
自

治
会
で
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

防
犯
灯
の
球
切
れ
な
ど
故
障
に
気

付
い
た
場
合
は
各
防
犯
灯
に
書
か
れ

て
い
る
管
理
番
号
な
ど
を
地
元
自
治

会
ま
た
は
市
防
犯
組
合
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問　

市
防
犯
組
合
事
務
局
（
市
交
通

防
災
課
）
内
線
3
3
2
1
〜
3

　市では子育て支援の一環として、平成17年度から
21年度までの5年間、北総線割引通学定期乗車券の購
入代金の一部を助成しています。今年度で実施期間が
終了するため、平成22年3月31日を越える通学定期乗
車券は購入できません。
　平成22年1月2日㈯以降は3カ月定期を購入すると有
効期間が平成22年3月31日㈬を越えてしまうため、割
引の適用が受けられませんので、ご注意ください。
※6カ月定期は10月から助成対象外となっています。
■問　企画政策課企画政策班　内線3356

　

評
価
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
評
価
結
果
】

原
則
補
助
金
を
継
続
す
る　

12
項
目

（
約
1
、
2
6
0
万
円
）

市
に
お
い
て
制
度
を
見
直
す　

24
項

目
（
約
1
億
10
万
円
）

原
則
廃
止
す
る　

0
項
目

【
市
の
対
応
】

　

こ
の
評
価
結
果
の
報
告
に
基
づ
い

て
、
検
討
に
時
間
が
必
要
な
一
部
の

補
助
金
を
除
き
、
平
成
21
年
度
中
に

見
直
し
を
行
い
平
成
22
年
度
予
算
に

反
映
し
ま
す
。

問　

財
政
課
行
政
改
革
推
進
室　

内

線
3
3
8
1

冬の交通安全運動実施中冬の交通安全運動実施中
―10日―10日㈭㈭から31日から31日㈭―㈭―

市
民
の
力
で
犯
罪
防
止

〜
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
よ
う
〜

北総線割引通学定期の助成
平成22年1月2日以降は

3カ月定期が購入できません

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

北
総
線
の
運
賃
値
下
げ　
　

　
　
　
　
　
　
　

正
式
合
意

　

北
総
線
の
運
賃
値
下
げ
に
向
け
て
県
、
白
井
市
を
含
む
沿
線
8
市
村
、
鉄
道
事
業
者
と
協
議

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
県
と
沿
線
8
市
村
が
11
月
27
日
に
、
国
土
交
通
省
と
鉄
道
事
業
者
が

11
月
30
日
に
「
北
総
線
の
運
賃
値
下
げ
に
係
る
合
意
書
」
に
調
印
し
、
正
式
に
合
意
し
ま
し
た
。

値
下
げ
さ
れ
る
運
賃

　

北
総
鉄
道
の
運
賃
が
表
1
の
と
お

り
値
下
げ
さ
れ
ま
す
。
実
施
時
期
は

成
田
新
高
速
鉄
道
の
開
業
時
（
平
成

22
年
7
月
〜
8
月
予
定
）
で
す
。

　

北
総
線
の
運
賃
値
下
げ
に
当
た
り
、

県
は
北
総
鉄
道
へ
「
平
成
13
年
債
権

支
援
者
間
合
意
」
の
完
全
履
行
と
経

営
の
安
定
化
な
ど
の
支
援
を
行
う
こ

と
と
、
自
治
体
は
連
携
し
協
議
会
を

通
じ
て
北
総
線
の
利
用
者
増
加
と
利

用
促
進
な
ど
の
施
策
を
講
じ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
は
総
額
15
億
円

の
補
助
金
を
支
出

　

県
と
沿
線
8
市
村
（
白
井
市
・
市

川
市
・
印
西
市
・
鎌
ケ
谷
市
・
船
橋
市
・

松
戸
市
・
印
旛
村
・
本
埜
村
）
は
北

総
鉄
道
に
対
し
、
合
わ
せ
て
3
億
円

（
年
間
）
を
5
年
に
わ
た
っ
て
補
助

し
ま
す
。

　

内
訳
は
県
が
1
億
5
、0
0
0
万

円
、
沿
線
8
市
村
で
1
億
5 

、
0
0

0
万
円
で
、
う
ち
白
井
市
の
負
担
額

は
3
、
4
5
0
万
円
（
年
間
）
で
す
。

　

白
井
市
は
平
成
17
年
度
か
ら
21
年

度
ま
で
北
総
線
通
学
定
期
乗
車
券

助
成
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
表
2
の

と
お
り
平
均
し
て
約
6
、
4
5
0
万

円
（
年
間
）
を
負
担
し
て
い
る
た

め
、
今
よ
り
3
、
0
0
0
万
円
（
年

間
）
負
担
が
減
り
ま
す
。

北
総
鉄
道
は
総
額
15
億

円
を
拠
出

　

北
総
鉄
道
は
成
田
新
高
速
鉄
道
の

運
行
に
よ
っ
て
初
め
て
発
生
す
る
北

総
線
区
間
内
（
京
成
高
砂
駅
〜
印
旛

日
本
医
大
駅
）
の
純
増
収
入
分
2
億

5
、
0
0
0
万
円
（
年
間
）
と
自
助

努
力
分
5
、
0
0
0
万
円
（
年
間
）

を
5
年
に
わ
た
っ
て
拠
出
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
以
降
は
関

係
者
間
で
協
議

　

支
援
期
間
が
終
了
す
る
平
成
27
年

度
以
降
は
、
北
総
鉄
道
の
経
営
状
況

を
考
慮
し
、
安
定
的
な
運
賃
体
系
が

維
持
で
き
る
よ
う
に
関
係
者
間
で
協

議
し
ま
す
。

【表2】通学定期乗車券助成事業の実績
年度 金額（千円）
17 69,770
18 63,001
19 62,699
20 63,203
21 64,610

※21年度は予算額です。
　発券機システム改造費負担金
2,813千円が各年度に分割して
含まれています。

【表1】値下げされる運賃
種類 内容
普通運賃 5㌫弱下げる
通学定期運賃 25㌫下げる
通勤定期運賃 1㌫強下げる
※普通運賃は10円から40円の
値下げに相当します。
　通学定期運賃は現行の助成定
期と同程度の運賃で、年齢制限
がなくなります。

合
意
に
至
る
経
緯

【
1
月
22
日
】

　

第
1
回
副
市
長
等
会
議
が
あ
り
、

県
か
ら
次
の
考
え
が
示
さ
れ
る
。

●
成
田
新
高
速
鉄
道
開
業
に
合
わ
せ

運
賃
を
値
下
げ
し
た
い

●
北
総
鉄
道
へ
の
支
援
が
必
要
で
沿

線
8
市
村
の
参
加
が
前
提
で
あ
る

●
支
援
案
づ
く
り
を
進
め
た
い

【
4
月
24
日
】

　

第
2
回
副
市
長
等
会
議
が
あ
り
、

県
が
支
援
案
を
提
示
す
る
。
こ
の

時
点
で
の
沿
線
8
市
村
の
負
担
額
は

3
億
円
（
年
間
）
で
、
白
井
市
の
負

担
割
合
は
23
㌫
で
6
、
9
0
0
万
円

（
年
間
）
で
あ
っ
た
。

【
5
月
7
日
】

　

県
が
提
示
し
た
支
援
案
に
対
し
白

井
市
は
8
項
目
の
意
見
を
提
出
す
る
。

【
7
月
9
日
】

　

県
か
ら
再
提
案
が
あ
り
、
県
が

1
億
円
（
年
間
）
を
負
担
す
る
こ
と

を
提
案
。

　

白
井
市
の
負
担
額
は
変
更
な
し
。

【
8
月
5
日
】

　

県
か
ら
最
終
案
の
提
示
が
あ
り
、

県
の
負
担
額
を
2
億
円
（
年
間
）
に
、

沿
線
8
市
村
の
負
担
額
は
2
億
円

（
年
間
）
に
変
更
。
白
井
市
の
負
担

額
は
4
、
6
0
0
万
円
（
年
間
）
に
。

【
9
月
5
日
】

　

第
1
回
市
長
等
会
議
が
あ
り
、
次

の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
要
請
案
に

県
・
沿
線
8
市
村
・
企
業
庁
・
U
R

（
都
市
再
生
機
構
）
が
合
意
す
る
。

●
運
賃
値
下
げ
は
成
田
新
高
速
鉄
道

開
業
に
合
わ
せ
る

●
運
賃
値
下
げ
率
は
最
低
で
も
5
㌫

と
す
る

●
通
学
定
期
は
白
井
市
・
印
西
市
・

印
旛
村
・
本
埜
村
が
行
う
通
学
定
期

の
助
成
を
受
け
て
い
る
利
用
者
の
負

担
額
と
同
程
度
と
し
、
全
線
に
わ
た

り
適
用
す
る

●
沿
線
8
市
村
は
5
年
に
わ
た
り

2
億
円
（
年
間
）
を
支
援
す
る

●
県
は
5
年
に
わ
た
り
2
億
円
（
年

間
）
を
支
援
す
る

●
京
成
電
鉄
は
5
年
に
わ
た
り
4
億

円
（
年
間
）
を
負
担
す
る

●
北
総
鉄
道
は
自
助
努
力
す
る

【
9
月
18
日
】

　

京
成
電
鉄
社
長
へ
要
請
す
る
が
、

負
担
は
難
し
い
と
の
回
答
が
あ
る
。

【
9
月
25
日
】

　

北
総
鉄
道
社
長
へ
要
請
す
る
が
、

運
賃
値
下
げ
は
難
し
い
と
の
回
答
が

あ
る
。

　
【
9
月
25
日
、
10
月
1
日
】

　

国
土
交
通
省
・
県
・
鉄
道
事
業
者

と
協
議
す
る
が
不
調
に
終
わ
る
。

　

鉄
道
事
業
者
か
ら
今
回
の
運
賃
値

下
げ
は
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
の

回
答
が
あ
る
。

　
【
10
月
20
日
】

　

前
原
国
土
交
通
大
臣
に
要
請
書
を

提
出
す
る
。
大
臣
か
ら
は
検
討
す
る

と
の
回
答
が
あ
る
。

【
10
月
20
日
〜
27
日
】

　

森
田
県
知
事
か
ら
前
原
国
土
交
通

大
臣
へ
電
話
で
要
請
す
る
。

　

県
総
合
企
画
部
長
か
ら
北
総
鉄
道

へ
再
度
要
請
す
る
。

【
10
月
28
日
】

　

森
田
県
知
事
か
ら
京
成
電
鉄
社
長

へ
書
簡
に
て
再
度
要
請
す
る
。

　
【
11
月
2
日
】

　

北
総
鉄
道
の
運
賃
問
題
に
関
す
る

副
市
長
等
会
議
が
あ
り
、
鉄
道
事
業

者
と
の
交
渉
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る

こ
と
の
説
明
と
、
国
土
交
通
省
か
ら

の
調
整
案
が
提
示
さ
れ
る
。

【
11
月
27
日
・
30
日
】

　
「
北
総
線
の
運
賃
値
下
げ
に
係
る

合
意
書
」
に
調
印
し
正
式
合
意
。

問　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班　

内

線
3
3
5
2
・
3
・
6
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　さわやかプラ
ザ軽井沢は、12
月29日㈫から1月
11日㈪まで、休
まず営業します。
いろいろなプー
ルや浴場、トレー
ニングルーム、軽食コーナーなどの利
用をお待ちしています。
■問　さわやかプラザ軽井沢☎（442）
6150

Q　

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
子
犬
を
購

入
し
た
が
一
週
間
目
に
感
染
症
に
か

か
り
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
。
店
は
購

入
後
の
発
病
な
の
で
責
任
は
な
い
と

取
り
合
っ
て
く
れ
な
い
。
治
療
費
や

購
入
代
金
を
返
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
代
・
男
性
）

A　
「
動
物
が
好
き
だ
か
ら
」「
癒
し

効
果
が
あ
る
か
ら
」
と
ペ
ッ
ト
を
飼

う
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

元
気
な
ペ
ッ
ト
を
購
入
し
た
は
ず

な
の
に
、
購
入
後
ま
も
な
く
感
染
症

を
発
症
し
た
り
、
先
天
性
の
病
気
な

ど
で
入
院
や
死
亡
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
引
き
渡
し
が
済
ん

で
い
る
の
で
店
に
責
任
は
な
い
と
対

応
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
り
、
代
替

犬
で
し
か
対
応
し
な
い
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
は
法
律
で
「
物
」
と
し
て

の
扱
い
で
す
。
ほ
か
の
商
品
と
同
じ

よ
う
に
、
事
業
者
は
問
題
の
な
い
商

品
を
提
供
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
義
務
を
果
た
し
て
い
な
い
場
合

は
事
業
者
に
損
害
賠
償
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

事
例
の
場
合
、
犬
が
引
き
渡
し
前

に
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
た
こ
と
が

獣
医
師
の
診
断
で
分
か
っ
た
た
め
、

問
題
の
な
い
商
品
を
提
供
し
た
こ
と

に
は
な
ら
ず
「
代
替
犬
」
や
「
店
に

責
任
は
な
い
」
な
ど
の
主
張
は
消
費

者
契
約
法
に
触
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
責
任
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

ペ
ッ
ト
を
購
入
す
る
と
き
は
そ
の

業
者
が
登
録
業
者
か
確
認
し
、
健
康

状
態
や
治
療
歴
、
適
切
な
飼
育
方
法

な
ど
の
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
重
要

事
項
の
説
明
を
聞
き
、
納
得
し
た
上

で
署
名
し
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

購
入
ト
ラ
ブ
ル
の
ほ
か
に
も
ペ
ッ

ト
ホ
テ
ル
の
管
理
や
ペ
ッ
ト
美
容
の

技
術
な
ど
サ
ー
ビ
ス
ト
ラ
ブ
ル
も
増

え
て
い
ま
す
。
契
約
す
る
と
き
は
よ

く
考
え
て
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う
。

㈳
千
葉
県
獣
医
師
会
☎
0
4
3
（
2

3
2
）
6
9
8
0

㈶
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会
☎
0

4
3
（
2
1
4
）
7
8
1
4

問　

消
費
生
活
相
談
室　

内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午

前
10
時
〜
午
後
4
時　

市
役
所
2
階

相
談
室
）

ペ

ッ

ト

購

入

の

ト

ラ

ブ

ル
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　住民基本台帳法が平成18年11月1日に一部改正され、住民基本台帳は個人情報保護に留意
するため、公益的な目的のみに制限され閲覧できます。この法改正により各市区町村が、いつ・
誰が・どのような内容を閲覧したかについて公表することが義務付けられました。
　平成20年11月1日から平成21年10月31日までの閲覧状況は下表のとおりです。
■問　市民課市民班　内線3142・3

住民基本台帳住民基本台帳のの閲覧状況閲覧状況をを公表公表しますします

住民基本台帳閲覧状況

閲覧日
請求機関の名称
または申出者の氏名

委託者 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲

平
成
20
年

11月27日
㈱マーケティング・リ
サーチ・サービス

千葉県総合企
画部

第37回県政に関する世論
調査

南山3丁目、桜台3丁目
（20歳以上32人）

12月2日
自衛隊千葉地方協力
本部

防衛省 自衛官の募集事務

市内全域
（昭和62年4月2日から昭和63年
4月1日及び平成3年4月2日から
平成4年4月1日に出生した男女）

12月17日 ㈱RJCリサーチ
㈶社会経済生
産性本部

余暇活動についての調査
冨士
（15歳以上80歳未満21人）

12月18日 ㈳中央調査社
大学共同利用
機関法人統計
数理研究所

国民性に関する意識動向
調査

根の一部
（昭和4年1月1日から平成4年12
月31日に出生した男女32人）

平
成
21
年

1月14日

㈳新情報センター

内閣府大臣官
房政府広報室

社会意識に関する世論調
査

けやき台2丁目
（20歳以上29人）

1月15日
総務省統計局
統計調査部

家計消費状況調査
池の上2丁目
（16歳以上43人）

2月17日
内閣府政策統
括官付参事官

高齢者の生活実態に関す
る調査

堀込2丁目
（60歳以上15人）

3月18日 ㈱ビデオリサーチ
NHK放 送 文
化研究所

幼児視聴率調査
堀込3丁目、大山口1丁目
（平成15年4月2日から平成19年
4月1日に出生した男女12人）

5月13日 ㈳中央調査社 全国接触者率調査
冨士
（平成14年12月までに出生した
男女12人）

7月28日 ㈱エスピー研
千葉県総合企
画部

第38回県政に関する世論
調査

大山口1丁目、桜台2丁目
（20歳以上32人）

8月27日 ㈳新情報センター
国立精神・神
経センター

第8回飲酒・喫煙・くす
りの使用についてのアン
ケート調査

冨士
（15歳から64歳14人）

9月3日 ㈱エスピー研
千葉県総合企
画部

千葉県民アンケート調査
神々廻、七次台3丁目
（20歳以上32人）

9月29日 ㈱ちばぎん総合研究所
男女共同参画社会の実現
に向けての県民意識調査

七次台1丁目、桜台2丁目
（20歳以上22人）

○
フ
リ
マ
第
一　

 

1
0
、0
0
0
円

○
さ
く
ら
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
ス
ワ
ン
、

ひ
ま
わ
り　
　
　
　

5
、
0
0
0
円

　

こ
の
寄
付
金
は
市
の
福
祉
事
業
推

進
事
業
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
、
難

病
疾
患
者
、
紙
お
む
つ
等
給
付
費
な

ど
福
祉
事
業
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。　

口
腔
保
健
事
業
功
労
者

に
表
彰

　

平
成
21
年
度
千
葉
県
口
腔
保
健
大

会
「
デ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ち
ば
21
」
が

11
月
19
日
に
行
わ
れ
、
吉
岡
富
一
さ

ん
（
根
在
住
）
が
口
腔
保
健
事
業
功

労
者
表
彰
（
千
葉
県
知
事
表
彰
）
を

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
歯
科
医
・

学
校
歯
科
医
と
し
て
、
乳
幼
児
や
小
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
歯
科
健
診

な
ど
、
多
年
に
わ
た
り
歯
科
保
健
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　皆さんと市長が対話する場として市
民との直接対話を開催します。
日時　25日㈮　午後2時～ 4時10分（1
組当たり30分程度）
※市長の公務により変更する場合があ
ります。
場所　市役所1階ロビー
対象　市内在住・在勤・在学者　4組
（申し込み順）
※1組は1人から3人程度とし、多人数
での対話は「ミニ懇談会」を活用くだ
さい。
■申・■問　16日㈬から電話で秘書課広
報広聴班　内線3371へ

市民との直接対話

中
・
高
年
齢
者
の
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

35
歳
か
ら
65
歳
の
中
・
高
年
齢
者

の
再
就
職
を
支
援
す
る
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
仕
事
を
探
す

前
に
知
っ
て
お
き
た
い
知
識
や
情
報
、

履
歴
書
や
職
務
経
歴
書
の
書
き
方
な

ど
を
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

具
体
的
に
説
明
を
し
ま
す
。

日
時　

1
月
13
日
㈬　

午
前
9
時
30

分
〜
午
後
0
時
30
分

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
35
歳
か
ら
65
歳
ま

で
の
就
職
活
動
中
の
人　

30
人
（
申

し
込
み
順
）

内
容　

○
再
就
職
活
動
を
始
め
る
た

め
に

○
応
募
書
類
の
書
き
方
（
履
歴
書
・

職
務
経
歴
書
）

○
面
接
対
策
（
面
接
の
受
け
方
）

○
公
共
の
職
業
訓
練
（
資
格
取
得
な

ど
）

○
求
人
情
報
の
収
集
と
使
い
方

講
師　

ち
ば
仕
事
プ
ラ
ザ　

キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

申
・
問　

1
月
8
日
㈮
ま
で
に
電
話

か
直
接
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班　

内
線
3
2
4
2
へ

不
法
投
棄
防
止
一
斉
パ

ト
ロ
ー
ル

　

手
賀
沼
周
辺
の
市
（
白
井
市
・
柏

市
・
我
孫
子
市
・
印
西
市
）
で
は
、

不
法
投
棄
に
関
す
る
情
報
を
相
互
で

共
有
し
て
、
不
法
投
棄
を
未
然
に
防

止
し
た
り
、
拡
大
を
防
止
す
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
を
迎
え
、
特
に
河
川
敷

や
山
林
・
農
地
へ
の
不
法
投
棄
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

12
月
を
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間

と
し
、
21
日
㈪
か
ら
27
日
㈰
ま
で
手

賀
沼
周
辺
の
市
に
よ
る
不
法
投
棄
防

止
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
が
「
不
法
投
棄
は
し
な
い
・

さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い
」
と
い
う
意

識
を
持
ち
、
不
法
投
棄
を
発
生
さ
せ

な
い
環
境
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

問　

環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
・
指
導
対
策
班　

内
線
3
2
7
4

  

・
5

　妊婦さんと生後6カ月ま
での赤ちゃんとママが気軽
に立ち寄れておしゃべりで
きる場所です。手作りおも
ちゃや親子遊びの紹介もあ
ります。
日時　1月13日㈬　午前9時
30分～ 11時30分
場所　保健福祉センター
対象　妊婦、生後6カ月までの子とその保護者（自由
参加）
■問　健康課母子保健班☎（497）3495

問　

健
康
課
保
健
予
防
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
5

さわやかプラザ軽井沢
年末年始の営業

マタニティ＆ベビーサロン・マタニティ＆ベビーサロン・
いっぽいっぽいっぽいっぽ

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

2009.12.153



名
な
金
沢
実
時
も
治
め
た
由
緒

あ
る
郷
で
し
た
が
、
室
町
時
代
当

初
に
そ
の
名
は
消
え
て
い
ま
し
た
。

「
白
井
郷
」
に
変
わ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
い
わ
ゆ
る
太
閤
検
地
を
受

け
て
中
世
の
郷
が
解
体
さ
れ
た
際
、

白
井
郷
か
ら
は
富
ケ
谷
村
が
切
り

出
さ
れ
、
再
び
そ
の
名
を
現
す
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
当

初
か
ら
あ
っ
た
古
村
の
富
ケ
谷
村

の
範
囲
が
、
現
在
の
地
区
範
囲
に

相
当
し
ま
す
。

　

富
ケ
谷
は
古
い
歴
史
を
持
ち
な

が
ら
も
、
昔
か
ら
家
数
が
少
な
く
、

伝
統
行
事
継
承
に
は
困
難
が
あ
り
、

由
緒
あ
る
鳥
見
神
社
も
中
世
か
ら

続
く
よ
う
な
行
事
は
残
し
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
に
、
古
式
神

事
の
再
興
と
も
い
え
る
行
事
が
行

わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
12

月
第
1
土
・
日
曜
日
に
行
わ
れ
る

「
茅ち

の
輪わ
く
ぐ潜
り
」
で
す
。
茅
の
輪

潜
り
は
蘇
民
将
来
伝
説
に
関
係
し

た
も
の
で
、
疫
病
除
け
や
罪
や
穢

れ
を
払
う
た
め
、
茅
萱
で
作
っ
た

大
き
な
輪
を
3
度
潜
っ
て
、
神
社

に
お
参
り
す
る
行
事
で
す
。
富
ケ

谷
の
鳥
見
神
社
で
は
茅
の
輪
は
1

月
18
日
の
初
囃
子
の
日
ま
で
備
え

付
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
正
月
に

見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問　

文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

　

市
で
は
平
成
17
年
3
月
に
策
定
し

た
し
ろ
い
子
ど
も
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

目
標
の
実
現
に
向
け
て
各
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
ろ
い
子
ど
も
プ

ラ
ン
の
体
系
図
と
平
成
20
年
度
の
主

な
施
策
の
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

詳
し
い
事
業
実
績
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問　

児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
7

平成20年度　しろい子どもプラン（次世代育成支援地域行動計画）の主な進捗状況
事業名 内容 20年度実績 21年度目標 進捗状況・評価 今年度の取組

通常保育事業
保護者が働いているときや、病気のために昼間児
童の面倒を見られないときなどに代わって保育す
る事業

定員659人 定員520人
公立保育園・私立保育園6園で実施し子育
て支援が図られた（認定こども園1園増設）

多様な保育ニーズに合わせた保育
サービスの継続と充実を図る

延長保育事業 通常保育時間を延長して保育する事業 6カ所 5カ所 延長保育を実施した（開園時間12時間） 継続的な事業の実施と充実を図る

一時保育事業
保護者の急な病気、仕事などの緊急的な都合で一
時的に保育が必要な児童を預かる事業

4カ所
 （延べ利用者
2,013人）

5カ所 
公立保育園１園、私立保育園3園で実施し、
子育ての負担が軽減された

必要なときに利用できる多様な保育
サービスを継続して実施する

ファミリーサ
ポ ー ト セ ン
ター事業

子育てを手助けできる人（提供会員）と手助けを
して欲しい人（利用会員）、手助けも利用もした
い人（両方会員）を地域で組織化し、人と人が助
け合う相互援助活動を行う事業

1カ所
（会員数330人、
活動件数924件）

1カ所
地域で安心して子育てできる保育環境を整
備し、子育ての負担が軽減された

会員とともに、利用しやすい体制を
整えるため、市民への本事業の周知
･理解を促し、提供会員として協力
を得られる環境を整備する

子育て支援セ
ンター事業

保育園の機能を園の利用者だけでなく、在宅で子
育てをしている親とその子どもに活用してもらう
ため、専任職員を配置し「子育て相談」「子育てサー
クルの育成」「情報提供」を実施する事業

1カ所
延べ利用者数

（保護者3,454人、
子ども3,812人、
相談件数145件）

3カ所

市内在住の未就学児と保護者を対象として
親子遊びやさまざまな催しを実施して、育
児に関する情報の提供や子育て相談をした
ことにより、親子や親同士の交流が促進さ
れ、育児不安の軽減が図られた

子育ての仲間づくり推進のため、子
育てサークル育成支援を継続して行
う

放課後児童健
全育成事業

保護者が労働などにより昼間家庭にいない小学生
に対し、授業終了後に児童館や学校などを利用し
て児童の健全育成を図る事業（市では6年生まで
対象とし、障害児の受け入れも行っている）

8カ所
（月平均在籍児童

数273人）
9カ所

8カ所の学童保育所について、昼間保護者
のいない児童の健全育成が図られた

大山口学童保育所の大規模分割およ
び未整備地区の白井第二小学校区に
ついて、必要性を含め検討する

病後児保育
保育所に通所している児童などが病気の回復期で
あり、集団保育の困難な時期に病院などに付設さ
れた専用スペースで、一時的に児童を預かる事業

1カ所
（登録数49人、
利用延べ人数21人）

1カ所
病院に付設された専用室で、病気回復期の
児童の保育を行うことで、安心して子育て
できる環境を提供できた

継続的な事業の実施と充実を図る

つどいの広場
事業

子育て中の親子が気軽に集い、情報交換や交流、
育児相談などをできる場を身近な地域に設置し、
専任のスタッフやボランティアが子育てを支援す
る事業

1カ所 0カ所

平成20年4月開設の認定こども園内に併設
されたスペースで事業実施したことにより、
地域の子育て中の親子の交流が促進され、
育児不安が軽減された

継続的な事業の実施と充実を図る

※「21年度の目標数値」は計画策定当初（平成17年3月）の通知です。
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次
世
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育
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支
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地
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計
画
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
）

　

市
は
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
心
身
共
に
健
や
か
に
成
長
し
、
ま
た
誰
も
が
安
心

し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち

～ 5つの柱～

1　将来の「家族」のために
結婚前の若者から妊娠中までを対象に

2　子どもをもつ家庭を支えるために
子どもを産んでから育てあげるまでの親への支援

3　子育ちを支援するために
生まれてから思春期までの子どもへの支援

4　子育て環境を整えるために
子育て支援の人的環境と物理的環境の充実

5　子育て支援推進体制をつくるために
できることからはじめよう

～ 23の課題～
1
2
3

性別役割分業意識の是正
子育て意識の高揚を図る
妊娠・出産に関する安全性と快適さの確保

4
5
6
7
8
9
10

小児保健水準の維持・向上
保育サービスの充実
子育てにかかる経済的負担の軽減
子育て仲間づくりと相談体制の整備による育児不安への対応
「親育ち」への支援
父親の育児参加への支援
男女ともに子育てと仕事の両立できる社会を目指す

11
12
13
14
15

子どもの権利を尊重する社会を目指す
子どもによる発言の場の確保
子どもの学び・遊び・活動の支援
子どもに対する教育の充実
思春期の課題への取り組み

16
17
18
19
20

地域における子育てへの支援
ボランティアの育成
小児医療の充実
子どもの居場所の確保
子育てしながら暮らしやすいまちをつくる

21
22
23

子育てに関する情報の収集と発信
子育てに関する各種手続きの見直し
各課・関係機関の連携体制の整備

しろい子どもプラン体系図

　子育てを取り巻く課題を解決し「めざすまちの姿」
を実現するため、次のように施策に取り組んでいま
す。
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富
ケ
谷
と
鳥
見
神
社

　

二
重
川
上
流
の
富
ケ
谷
地
区
は
、

非
常
に
古
い
歴
史
を
持
つ
地
区
で

す
。
そ
の
名
の
由
来
は
鎌
倉
時
代

以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
「
富
谷
郷
」

に
あ
っ
て
、
下
総
国
の
一
の
宮
で

あ
っ
た
香
取
神
宮
関
係
の
古
文
書

に
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
の
後
半
、
武
士
た
ち

の
台
頭
や
律
令
制
の
崩
壊
で
下
総

国
内
は
、
有
力
者
の
私
領
で
あ
る

荘
園
と
国こ

く
が衙
（
国
の
役
所
）
支
配

の
公
領
に
二
分
さ
れ
ま
し
た
。
香か

取と
り
の
う
み
海
に
連
な
っ
た
印
旛
浦
（
印

旛
沼
）
周
辺
で
は
、
浦
を
境
に
埴

生
郡
と
印
旛
郡
が
分
割
さ
れ
、
東

岸
地
域
に
は
埴
生
庄
や
印
東
庄
な

ど
の
荘
園
が
広
が
り
、
西
岸
地
域

は
埴
生
西
や
印
西
と
呼
ば
れ
て
国

衙
領
が
展
開
し
ま
し
た
。
こ
う
し

た
地
域
再
編
は
新
た
な
地
域
性
を

生
み
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が

神
社
の
採
り
入
れ
方
に
表
れ
て
い

ま
す
。
埴
生
で
は
埴
生
神
社
、
埴

生
西
で
は
鳥
見
神
社
、
印
東
で
は

麻
賀
多
神
社
、
印
西
で
は
宗
像
神

社
が
特
徴
的
に
広
が
る
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
特
有
の
神
社

が
祭
ら
れ
ま
し
た
。
富
ケ
谷
で
は

鳥
見
神
社
を
鎮
守
と
し
て
祭
り
ま

す
が
「
埴
生
西
内
富
谷
郷
」
と
も

古
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
富
谷
郷
は
埴
生
西
の
中
に

あ
っ
た
郷
な
の
で
当
然
で
あ
る
と

も
言
え
ま
す
。

　

富
谷
郷
は
鎌
倉
時
代
に
執
権
北

条
氏
一
族
の
金
か
ね
さ
わ沢
氏
の
支
配
を
受

け
、
金
沢
文
庫
創
始
者
と
し
て
著

茅の輪茅の輪

仲良く遊ぶ子どもたち仲良く遊ぶ子どもたち

保
健
福
祉
セ
ン
タ
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教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
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消防署からのお知らせ
　火災などの発生件数（10月31日現在）

火　災 救　急 救　助

10
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

10
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

10
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

1
件

19
件

0
件

189
件

1,587
件

▲24
件

4
件

20
件

▲4
件

※▲はマイナスを示します。

駅
将
棋
大
会

　

日
頃
の
成
果
を
試
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　

26
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所　

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
生
以
上　

16
人
（
申
し

込
み
順
）　　

申
・
問　

22
日
㈫
ま
で
に
白
井
駅
前

場
所　

㈶
印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン

タ
ー
（
佐
倉
市
）　

入
館
料　

無
料

問　

㈶
印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー

☎
0
4
3
（
4
8
4
）
0
1
2
6

◆
成
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
生
募
集

　

中
学
校
卒
業
以
上
で
木
造
建
築
に

興
味
が
あ
り
、
建
築
大
工
と
し
て
知

識
と
技
術
を
身
に
付
け
た
い
人
を
募

集
し
ま
す
。

訓
練
日
程　

毎
月
第
2
・
3
・
4
日

曜
日　

訓
練
期
間　

中
学
校
卒
業
以

上
3
年
間
、
高
校
卒
以
上
2
年
間　

対
象　

中
学
校
卒
業
以
上
、
高
校
卒

業
以
上　

各
10
人　

取
得
資
格
な
ど

技
能
士
補
取
得
、
2
級
技
能
検
定
時

の
学
科
免
除

問　

成
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
☎

0
4
7
6
（
2
7
）
4
6
9
2

◆
ド
ッ
グ
ラ
ン
オ
ー
プ
ン

　

約
2
、0
0
0
平
方
㍍
の
ド
ッ
グ

ラ
ン
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
利
用

す
る
に
は
予
約
制
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

事
前
に
受
講
し
、
登
録
が
必
要
で
す
。

場
所　

北
総
花
の
丘
公
園
（
印
西
市
）

登
録
に
必
要
な
物　

犬
鑑
札
か
平
成

21
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
、
犬

の
写
真
（
縦
3
㌢
㍍
、横
2
・
5
㌢
㍍
）

登
録
料　

1
頭
6
5
0
円

問　

県
立
北
総
花
の
丘
公
園
☎
0
4

7
6
（
4
7
）
4
0
3
1

成
田
駅
西
口　

対
象　

小
学
生
以
上

コ
ー
ス　

成
田
新
高
速
鉄
道
成
田
湯

川
駅
か
ら
印
旛
沼
方
面
（
往
復
約
4

㌔
㍍
）

申
・
問　

12
月
22
日
㈫
ま
で
に
往
復

は
が
き
の
往
信
側
に
、
希
望
す
る
集

合
場
所
、
午
前
と
午
後
の
別
、
参
加

人
数
（
5
人
ま
で
）、
代
表
者
の
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、
参

加
者
の
氏
名
と
年
齢
、
返
信
側
に
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
の

上
、
〒
2
7
3
―
0
0
0
5
、
船
橋

市
本
町
2
―
10
―
14　

成
田
高
速
鉄

道
ア
ク
セ
ス
㈱
総
務
課
☎
（
4
1
0
）

0
0
3
6
・

  h
ttp
://w

w
w
.

n
ra36.co.jp

へ

◆
房
総
ハ
イ
ク

日
程　

1
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰
（
1

泊
2
日
）　

場
所　

と
み
や
ま
水
仙

郡
落
・
御
殿
山　
（
1
日
目
）、　

七

里
川
温
泉
石
尊
山
・
清
澄
寺
・
東

大
演
習
林
の
ロ
ン
グ
ハ
イ
ク
（
2

日
目
）　

対
象　

一
般　

参
加
費　

1
2
、0
0
0
円
（
宿
泊
費
、交
通
費
）

申　

12
月
22
日
㈫
ま
で
に
往
復
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
〒
2
7
3
―

0
1
2
5
、
鎌
ケ
谷
市
初
富
本
町
1

―
7
―
3
0　

八
巻
幸
子
へ

問　

東
葛
山
の
会　

高
見
☎
（
4
4

5
）
3
4
3
3

◆
企
画
展
「
戦
国
Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ａ
―
変
遷

す
る
城
と
館
―
」

　

中
世
遺
跡
・
館
跡
な
ど
の
主
要
な

遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
出
土
品
を

「
本
佐
倉
城
と
惣
構
」「
い
く
さ
び

と
の
精
神
世
界
」「
館
の
く
ら
し
」

と
い
う
3
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、

豊
富
な
写
真
・
解
説
パ
ネ
ル
と
と
も

に
紹
介
し
当
時
の
人
々
の
暮
ら
し
ぶ

り
、
館
や
城
の
変
遷
を
た
ど
り
ま
す
。

日
時　

〜
6
月
30
日
㈫　

午
前
9
時

〜
午
後
4
時
30
分
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後
4

時
）

※
年
末
年
始
は
休
館
で
す
。

◆
太
極
拳
「
太
陽
」

　

太
極
拳
の
新
し
い
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
緒
に
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

1
月
13
日
か
ら
毎
週
水
曜
日

午
後
7
時
〜
9
時　

場
所　

白
井
駅

前
セ
ン
タ
ー　

対
象　

一
般　

入
会

費　

1
、
0
0
0
円　

月
会
費　

3
、

0
0
0
円

問　

岩
永
☎
（
4
9
1
）
4
5
9
8

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　

弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

日
時　

19
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所　

船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象　

一
般
（
予
約
不
要
）　

相
談

料　

無
料

問　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
手
賀
の
丘
に
星
を
訪
ね
て
〜
冬
の

星
座

　

天
文
教
室
や
観
測
の
実
技
指
導
を

行
い
ま
す
。

　

冬
の
月
や
星
座
な
ど
を
観
察
し
、

星
や
自
然
に
親
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

1
月
16
日
㈯　

午
後
6
時
〜

8
時
30
分　

場
所　

県
立
手
賀
の
丘

少
年
自
然
の
家　

対
象　

一
般　

80

人
（
申
し
込
み
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。　

参
加
費　

2
0
0
円
（
豚
汁
代
）　

持
ち
物　

上
履
き
、
防
寒
具
、
カ
メ

ラ申
・
問　

12
月
16
日
㈬
午
前
9
時
か

ら
電
話
で
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然

の
家
☎
0
4
（
7
1
9
1
）
1
9
2

3
へ

◆
成
田
新
高
速
鉄
道
レ
ー
ル
ウ
オ
ー

ク
　

来
年
夏
に
開
業
予
定
の
成
田
新
高

速
鉄
道
の
線
路
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
程　

1
月
17
日
㈰　

集
合
時
間　

午
前
9
時
（
午
前
の
部
）、
午
後
1

時
（
午
後
の
部
）　

集
合
場
所　

北

総
線
印
旛
日
本
医
大
駅
ま
た
は
J
R

　

今
年
で
53
回
目
を
迎
え
た
市
民
文

化
祭
が
、
文
化
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
市

民
の
芸
術
・
文
化
作
品
が
展
示
さ
れ
、

来
場
者
は
芸
術
の
秋
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。
菊
花
や
華
道
の
展
示
、
囲

碁
・
将
棋
大
会
、
芸
能
発
表
会
、
音

楽
祭
・
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

演
劇
祭
・
ド
ラ
マ
＆
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
な
ど
の
催
し
も
開
催
さ
れ
ま

三長賞受賞者一覧　　
 ☆ 小学生の部（学校名・学年） （敬称略）

部門 市長賞 議会議長賞 教育委員会委員長賞

図画
低学年 神田侑樹（桜台・2） 今村祐斗（白井第三・1） 小松和香葉（池の上・2）
中学年 王丸舞子（南山・4） 中村美寿々（白井第一・4）森瑞貴（大山口・３）
高学年 柏木陽南子（南山・5） 福嶋さら（七次台・6） 長谷川昴（白井第三・6）

書写
低学年 鈴木皐仁（白井第一・1）高橋あかね（白井第三・1）芦田佳奈美（白井第一・2）
中学年 鈴木健仁（白井第一・4）遠藤愛子（大山口・4） 伊藤瑠花（白井第一・３）
高学年 大月拓杜（南山・5） 砂川みわ（桜台・6） 中村佳菜子（白井第三・5）

工作
低学年 金子ゆらら（清水口・2）下川創平（白井第一・2） 坂本力哉（白井第三・1）
中学年 佐藤和輝（池の上・4） 善浪有紗（大山口・4） 小林成龍（白井第一・３）
高学年 砂永朱里（池の上・6） 岩橋七海（桜台・6） 渡邊玲菜（七次台・6）

家庭 高学年 中山薫乃（清水口・6） 川上綾香（白井第二・6） 雨宮愛生（池の上・5）

☆中学生の部（学校名・学年） （敬称略）

部門 市長賞 議会議長賞 教育委員会委員長賞

美術 東峰佳司（桜台・1） 氏井健太（南山・2） 森川風音（大山口・2）
書写 原﨑美優（桜台・2） 榊佳奈子（南山・2） 池田裕紀子（桜台・1）
技術 中田友満（七次台・2） 宮原大河（南山・1） 髙橋渚（白井・1）
家庭 神戸菜穂美（桜台・1） 谷口芙海（桜台・３） 石田瑠奈（白井・３）

☆一般の部 （敬称略）

部門 市長賞 議会議長賞 教育委員会委員長賞

菊花 海老原茂 伊藤洋記 平林國人
写真 森山光男 岩立忠義 田代信善
写真の部
ジュニア部門 鈴木太一 松坂幸和 池田恵莉香

俳句
（子ども俳句教室）平久翔大 江端重樹 沢目明佳里

囲碁 野木正子 井門勝好 中村健
将棋 坂井満 西河専 岡村晃希

し
た
。

　

出
品
さ
れ
た
作
品
の
中
で
優
れ
た

作
品
に
は
、
12
月
5
日
に
文
化
会
館

中
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
市

長
賞
、
議
会
議
長
賞
お
よ
び
教
育
委

員
会
委
員
長
賞
（
通
称
三
長
賞
）
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
し
た
皆
さ
ん

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

問　

文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

芸
術
・
文
化
作
品
が
そ
ろ
い
ま
し
た

〜
第
53
回
白
井
市
民
文
化
祭
〜

　「子どもの反抗的な態度にどう対応したらいいか分からない」「話をしても子ども
からの反応がないのでついガミガミ言い過ぎてしまう」そんな子どもとの接し方に
不安を感じたり、悩んだりしている人、聞き方・話し方をもっと学びたい人に、グ
ループワークや実技の体験学習を中心とした講座を開催します。
日時・内容　下表のとおり
場所　保健福祉センター
対象　原則全日程参加できる子育て中の親　35人（先着順）
※保育希望者は申込時に申し出てください。
講師　親業訓練協会シニアインストラクター　富澤優江さん
参加費　無料
■申・■問　1月8日㈮までに電話かEメールで生涯学習課社会教育班　内線3433へ

家庭教育ステップアップ講座家庭教育ステップアップ講座
～親と子どもの信頼関係を深めるために～～親と子どもの信頼関係を深めるために～

家庭教育ステップアップ講座
日程 時間 内容

1月20日㈬ 午前10時～
正午

子どもの世界を知るために～みんな違ってみんないい～
1月27日㈬ 子どもの声を聞いてみよう～あなたの耳はどこにある～
2月10日㈬ 子育てしながら夢を育てる～私らしく、あなたらしく～

セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
7
）
1
1
5
1

へ福
新
春
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会

　

新
春
の
空
気
の
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

1
月
13
日
㈬　

午
前
11
時
〜

（
午
前
の
部
）、
午
後
1
時
〜
（
午
後

の
部
）

場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場

対
象　

市
内
在
住
お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
人　

各
部
30
人
（
申
し
込
み
順
）

申
・
問　

平
成
22
年
1
月
6
日
㈬
ま

で
に
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎

（
4
9
2
）
2
0
2
2
へ

子

ど

も

趣
味
・
教
養
・
学
習

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集
・

伝

言

板

表彰式に臨む受賞者の皆さん表彰式に臨む受賞者の皆さん
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　北総鉄道白井駅構内に明るい
あいさつの声が聞こえます。野菜
の直売所「ほのぼの芦田農園白井
駅直売所」です。この直売所では
芦田恵子さん（復在住）が、毎週
月・水・金曜日にその日の朝収穫
した新鮮な野菜を息子さんと一
緒に対面販売しています。
　10 月、全国直売所研究会が
主催する「全国直売所甲子園
2009」の決勝選に勝ち残った芦
田さんの直売所は、出場した全国 104 の直売所の中で、駅構内に直売
所を設置するという発想の独自性を評価され「日本一あたたかい直売所
賞」を受賞しました。
　芦田さんは「ほかの受賞者はほとんどが大きな直売所ですが、個人で
も頑張ればこのような賞が受賞できるということを実感しました。野菜
を買ってくれる皆さんのおかげです」と笑顔で話してくれました。

秋
深
し
開
く
ア
ル
バ
ム
セ
ピ
ア
色

囲
碁
一
石
音
は
小
春
の
障
子
打
つ

神
の
留
守
知
り
つ
つ
供
ふ
朝
の
水

金
婚
や
じ
っ
と
我
慢
の
な
が
き
旅

園
児
達
冬
の
足
音
拾
い
け
り

小
春
日
や
叙
勲
を
手
に
兄
凛
凛
し

三
流
と
云
う
こ
れ
で
よ
い
枯
す
す
き

空
の
青
山
紅
葉
也
鬼
怒
の
川

空
広
き
白
井
に
住
む
や
今
朝
の
冬

散
り
し
き
て
唐
松
黄
葉
立
ち
つ
く
す

初
冬
や
鳥
の
群
と
ぶ
ど
こ
ゑ
行
く

蜩
や
窓
べ
に
一
つ
秋
の
風

ひ
と
り
ゐ
の
吐
く
息
白
し
霜
の
朝

冬
う
ら
ら
夢
色
ラ
ム
ネ
噴
き
あ
げ
る

頬
染
め
て
寄
せ
鍋
囲
む
母
米
寿

ポ
ス
ト
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
行
く
小
春
空

村
は
ず
れ
月
と
ふ
た
り
で
バ
ス
を
待
つ

も
う
帰
ろ
う
釣
瓶
落
し
の
日
は
暮
れ
る

溶
接
の
青
き
火
花
に
秋
の
風

世
の
矛
盾
抱
い
て
眠
れ
ぬ
秋
の
夜

流
星
の
一
閃
一
瞬
の
願
い
か
な

老
々
や
端
座
向
き
合
ふ
秋
時
雨

姉
眠
る
墓
所
に
詣
づ
側
ら
に

　
　
　

石
蕗
の
花
ひ
か
り
て
見
ゆ
る

今
座
さ
ば
百
十
二
歳
母
の
齢

　
　
　

数
へ
て
迎
ふ
菊
咲
く
忌
日

還
暦
の
記
念
に
歩
く
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ

　
　
　

心
浮
き
立
つ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

紗
の
衣
の
袖
翻
す
僧
若
く

　
　
　

駅
に
駆
け
込
む
盆
の
迎
え
日

正
直
に
「
甘
い
」
と
答
え
た
ス
ウ
ィ
ー
ツ
は

　
　
　

皿
ご
と
黙
っ
て
娘
引
き
取
り

薄
の
穂
波
泳
ぎ
て
友
と
唱
ひ
し
日
よ

　
　
　

熱
海
の
く
ろ
岳
に
青
春
も
あ
り

た
の
ま
れ
し
預
か
り
も
の
は
む
く
む
く
の

　
　
　

ト
イ
プ
ー
ド
ル
は
今
日
よ
り
家
族

遠
き
日
に
丈
高
か
り
し
庚
申
塔

　
　
　

吾
よ
り
低
く
道
端
に
あ
り

人
の
名
を
す
ぐ
に
は
思
ひ
出
せ
な
く
て

　
　
　

見
あ
ぐ
る
空
の
昼
月
あ
わ
し

ふ
る
さ
と
の
母
屋
の
裏
の
柿
の
木
は

　
　
　

た
わ
わ
に
実
り
秋
を
色
ど
る

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ

44

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

NPO法人
　しろい環境塾

　私たちは、農業者と市民の協働作業で
緑豊かな白井の里山を守り、次世代に引
き継ぎたいとの思いから「里山を生かし
たまちづくり」をメインテーマに、平塚
地区や白井運動公園周辺の森でモデル事
業を展開しています。
　主な活動としては、手入れ不足の樹林
地の手入れ（7㌶）や耕作放棄地等の生産
農地への復元・管理（3㌶）です。間伐材
は炭焼、竹細工、キノコのホダ木として
有効活用しています。
　昨年からは「里山の生き物復活作戦」
をテーマに「不耕起移植栽培稲作」及び「田
んぼの学校」を始め、子どもの環境教育
や食育、流しそうめん等を実施しています。
　これらの作業は月、水、土曜日の毎週3
回ずつ131名の会員を中心に作業を行なっ
ています。
　会員は退職後の60代、70代が中心です。
作業の参加はまったく自由です。
　ご参加をお待ちしています。
　事務局（上西）　☎（491）0660■問

み んみ ん な のな の ひ ろ ばひ ろ ば

冨
士      

小
澤
喜
美
子

大
松　
　
　

寺
尾　

春
雪

大
松　
　
　

織
本　

泰
子

堀
込　
　
　

渡
辺　

岩
夫

冨
士　
　
　

柳
沢　
　

純

清
水
口　
　

下
村　

紀
子

根　
　
　
　

押
田
み
よ
女

大
松　
　
　

川
又　

勝
彦

桜
台　
　
　

土
山　

勝
實

堀
込　
　
　

山
川　

純
子

根　
　
　
　

乾　

た
か
子

神
々
廻　
　

高
橋
勲
次
郎

神
々
廻　
　

田
中
八
代
い

大
山
口　
　

寺
内
ひ
ろ
し

西
白
井　
　

山
本　

幸
恵

堀
込　
　
　

大
屋　

キ
ヌ

大
山
口　
　

上
坂　

千
昭

神
々
廻　
　

斎
藤
と
み
子

冨
士　
　
　

伊
藤　

昭
子

根　
　
　
　

阿
久
津
幸
子

池
の
上　
　

大
橋　
　

茂

冨
士　
　
　

福
加　

将
之

池
の
上　
　

蝦
名　

幸
子 

冨
士　
　
　

村
上
し
ず
子

七
次
台　
　

松
井　

寛
紅

根　
　
　
　

印
南　

満
子

清
水
口　
　

柴
垣　

正
徳

池
の
上　
　

関
根　

千
浪

桜
台　
　
　

木
下　

重
子

冨
士　
　
　

望
月　

玲
子

桜
台　
　
　

米
井　

詩
織

堀
込　
　
　

名
越
た
て
み

日日本一あたたかい直売所です本一あたたかい直売所です

表彰状を手にする芦田さん親子

　
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
発

信
し
よ
う
！　

　　

『
「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
」
は
、
人

間
力
の
向
上
や
感
動
を
得
る
た
め

に
は
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
も

の
で
あ
る
』
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
体
を
鍛
え
る
た
め

だ
け
で
な
く
、
病
気
や
怪
我
の
予

防
で
あ
っ
た
り
、
ス
ト
レ
ス
解
消

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ

た
り
と
多
様
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
と
の
関
わ
り
は
特
別

に
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
幼
・
児

童
期
に
外
遊
び
や
学
校
の
体
育
で
、

学
生
時
代
に
は
体
育
と
部
活
で
、

そ
れ
以
降
は
社
会
で
と
そ
れ
ぞ
れ

の
生
涯
の
段
階
に
応
じ
て
ス
ポ
ー

ツ
と
関
わ
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

　

し
か
し
社
会
で
は
一
部
の
競
技

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
人
以
外
は

関
わ
り
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

が
現
実
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
生
涯
の
段
階
（
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
）
に
応
じ
て
ス
ポ

ー
ツ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
身
近
な
場
所

で
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
市
で
は
「
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
推

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
が
生
活
の
一
部
と
し

て
根
付
き
「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
」
が

広
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
誰
も
が

元
気
に
活
き
活
き
と
生
活
を
送
り

な
が
ら
地
域
で
支
え
あ
え
る
街
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
市
内
に
設
立
し
て
い
る

3
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
主
体

に
活
発
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

は
地
域
の
皆
さ
ん
誰
も
が
参
加
で

き
ま
す
。

問　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

班　

内
線
3
4
3
4
、
桜
台
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
桜
台
中
学
校
区
）

会
長
☎
（
4
9
1
）
7
7
5
7
、

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
み
な
み

（
南
山
中
学
校
区
）
会
長
☎
（
4

9
1
）
8
7
0
4
、
O
N
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
（
大
山
口
・
七
次
台
中

学
校
区
）
会
長
☎
（
4
9
1
）
5

2
3
6

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ン
ク
集
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

地
域
で
つ
く
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

い
つ
で
も

誰
で
も

気
軽
に

9

各世代でスポーツを楽しんでいます英英語語スピーチでスピーチで全国1位に全国1位に
　自分の家族や夢を英語でスピーチする「第 1回
全国こども英語スピーチコンテスト」が 11 月 22
日に都内で行われました。
　このコンテストの小学校 3・4 年生の部で、桜
台小学校 3年生の櫛野公資さんが見事 1位の文部
科学大臣賞に輝きました。
　櫛野さんのスピーチは「自分の大事なものは家
族。友達とのトラブルで困ったときに父親に相談
したら『相手ときちんと話すことが大事』と教わっ
た」という内容で、将来の夢は「両親のために家
を建ててあげたい。家族のためになる仕事をした
い。」とも話していました。
　来年の 4月 10 日㈯には文化会館で、櫛野さんが夏休みの自由研究で調べた選挙に関するス
ピーチをするそうです。

表彰状を手に笑顔の櫛野さん

新規就農者新規就農者支援活動支援活動


